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●●●●子育子育子育子育てしやすいてしやすいてしやすいてしやすい環境環境環境環境のののの実現実現実現実現

●●●●将来将来将来将来にににに夢夢夢夢のののの持持持持てるてるてるてる教育環境教育環境教育環境教育環境のののの実現実現実現実現

●●●●元気元気元気元気にににに生生生生きききき生生生生きときときときと暮暮暮暮らせるまちのらせるまちのらせるまちのらせるまちの実現実現実現実現

本気で考えよう！池田の将来！本気で考えよう！池田の将来！本気で考えよう！池田の将来！本気で考えよう！池田の将来！

市民の皆様、平素より暖かいご支援・ご指導をいただき心よりお礼申し上げます。

皆様からの信託を受けて市議会議員として活動させていただくことになり、８年となり

ました。

私は子育てしやすい環境づくりとして幼稚園・保育所・認定こども園の充実、児童医療

費助成の拡充など保護者の皆様が安心して子育てできる環境づくりの実現をめざし、また

将来に夢の持てる教育環境づくりとして英語教育やプログラミング教育などこれからの子

どもたちに必要な能力を伸ばしていける教育の充実を図り、教育のまち池田のさらなる発

展をめざし、そして元気に生き生きと暮らせるまちの実現として市内公共交通の充実を図

り、高齢の方や体の不自由な方などを含めたすべての皆様が生き生きと暮らせるまちの実

現をめざして活動させていただいております。

これからも、私の生まれ育った大好きなまち“池田”の発展のためにより一層市民目線

に立った活動を全力で行ってまいりますので、皆様の暖かいご支援・ご指導をよろしくお

願いいたします。

幼稚園・保育所・認定こども園の充実や児童

医療費助成の拡充など保護者の皆様が安心し

て子育てできる環境づくりをめざします

英語教育やプログラミング教育などこれから

の子どもたちに必要な能力を伸ばしていける

教育の充実を図り、教育のまち池田のさらな

る発展をめざします

市内公共交通の充実を図り、高齢の方や体の

不自由な方などを含めたすべての皆様が生き

生きと暮らせるまちの実現をめざします

小林小林小林小林よしのりのよしのりのよしのりのよしのりの主張主張主張主張



一一一一 般般般般 質質質質 問問問問

平成３０年１２月議会にて市政に対する

一般質問を行いました。

Ｑ 要支援者名簿の活用状況と小学校区単位の地域避難支援協議会立ち上げ状況について

問う。また、要支援者情報を地図上に表示するなどの要支援者支援システムの導入が絶対

に必要であると考えるが、具体的な導入計画は考えられているのか見解を問う。

Ａ 活用については、平常時の名簿提供に同意した要支援者を対象に結成された地域避難

支援協議会に提供している。また、地域避難支援協議会は現状２小学校区で結成されてお

り、結成の必要性が高いことから今後も未結成の小学校区を対象に結成を呼びかけていく。

そして、要支援者支援システムは非常に効果的なものと考えているので、具体的な導入計

画について地方債の活用等も含め、財政状況を勘案しながら早期導入に向けて取り組む。

●●●●災害時災害時災害時災害時のののの避難行動要支援者対策避難行動要支援者対策避難行動要支援者対策避難行動要支援者対策にににについてついてついてついて

Ｑ 公共交通についてどのようなアンケート行い、分析結果はどのようになっているのか。

また、現段階での市内公共交通の課題をどのように考えられているのか。そして、いつご

ろまでに一定の方向性が出せると考えられているのか見解を問う。

Ａ 市民アンケートについては移動の実態や移動に関する困りごと、公共交通に対する意

識などを把握するために実施した。分析結果は、エリアごとに問題点が異なり、中南部の

平坦なエリアでは徒歩・自転車の利用が高く、将来においても交通事業者によるバス運行

が維持されるものと楽観的な意見が多く、北部では特に高齢の方々から１０年後の移動手

段への不安が高く、税金を投入してまで公共交通の維持が必要との回答が多く見られた。

課題は施設循環福祉バスと路線バスとの競合もあり、双方の連携及び利用の在り方の検討

が必要である。また、行政と民間事業者の適切な役割分担で市域全体の公共交通の維持、

活性化及び不足エリアへの対応を行う必要があるため、連携して新たな仕組み及び積極的

な利用の促進を図り、移動困難となる高齢者等の対応から進めることが重要であると考え

ている。そして、平成３１年度末には一定の方向性を示したいと考えている。

●●●●市内公共交通市内公共交通市内公共交通市内公共交通のののの今後今後今後今後についてについてについてについて

Ｑ 具体的に学年ごとの実施内容を問う。また、学校のＩＣＴ環境について追加整備を考

えられているのか。そして、専門家の外部講師の採用は考えられているのか見解を問う。

Ａ 小学４年生でペッパーをしゃべらせる・動かす等のプログラムの基本を習得し、高学

年ではセンサーやタブレットを組み合わせてペッパーを制御するプログラムを学習する。

中学校では、生活や社会の問題を解決するようなテーマに応じたプログラムができるよう

取り組んでいく。また、ＩＣＴ環境整備についてはインターネット回線の強化等を検討し

ている。そして、外部講師活用については円滑な実施と教員の負担軽減を図るために、有

効であると考えているので、今後検討していきたい。

●●●●プログラミングプログラミングプログラミングプログラミング教育教育教育教育のののの今後今後今後今後のののの進進進進めめめめ方方方方についてについてについてについて
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